
PRESS                           
RELEASE                                                                                                     

 

2010 年 12 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 義歯ケア用品「ポリデントⓇ」、「ポリグリップⓇ 」を販売するグラクソ・スミスクライン株式会社（本社：東京都渋谷区 

以下、以下 GSK）では、50 歳代以上の義歯使用者 600 人を対象に、食生活の変化に関する実態調査を 2010 年

12 月 3 日から 6 日にかけて実施しました。その結果、義歯使用により、食べる機会が減ったお正月料理があることや、

義歯使用を開始して約 1 年後から、食生活における違和感などを持つ人が多くなっていることがわかりました。 

 

以下が調査結果の概要となります。 

＜＜＜＜食生活食生活食生活食生活にににに関関関関するするするする意識調査意識調査意識調査意識調査＞＞＞＞    

調査目的調査目的調査目的調査目的：：：：    

義歯ケア用品「ポリデントⓇ」、「ポリグリップⓇ 」を販売するグラクソ・スミスクライン株式会社が、義歯使用者の 

食生活の実態の把握を目的として実施。 

    

調査方法調査方法調査方法調査方法：：：：    

インターネット上で調査を実施。[対象数：50 歳～79 歳の有職男女 600 人（男性：300 人、女性 300 人）。 

調査期間：2010 年 12 月 3 日～6 日] 

※調査結果は四捨五入して算出しているため、結果が 100％にならない場合があります。 

※本調査の詳しい調査データに関しては以下 PR 事務局までお問い合わせください。 

 

調査調査調査調査結果結果結果結果概要概要概要概要：：：：    

・義歯を使用し始めてから食べる機会が減ったお正月料理は、するめ、たたきごぼう、トコブシの煮しめ。 

・欠損歯がなかったら食べてみたいものとしては、肉（ステーキ）、タコ・イカといった、一般的に十分噛んで食べる必要の

あるものが上位。 

・残存歯のケアやオーラルケアへの意識について、義歯使用開始から約 1 年経った時が最も高まる。 

    

    

    

    

    

    

義歯義歯義歯義歯使用者使用者使用者使用者にににに食生活食生活食生活食生活にににに関関関関するするするする調査調査調査調査をををを実施実施実施実施    

おおおお正月料理正月料理正月料理正月料理をををを楽楽楽楽しめないしめないしめないしめない人人人人がががが毎毎毎毎年大幅年大幅年大幅年大幅にににに増加中増加中増加中増加中！？！？！？！？    
    

・・・・食食食食べるべるべるべる機会機会機会機会がががが減減減減ったったったったおおおお正月料理正月料理正月料理正月料理はははは、、、、するめするめするめするめ、、、、たたきごぼうたたきごぼうたたきごぼうたたきごぼう、、、、トコブシトコブシトコブシトコブシのののの煮煮煮煮しめしめしめしめ。。。。    

・・・・食生活食生活食生活食生活におけるにおけるにおけるにおける““““義歯義歯義歯義歯トラブルトラブルトラブルトラブル””””はははは約約約約 1111年後年後年後年後からからからから発生発生発生発生ししししているているているている可能性可能性可能性可能性ありありありあり    

    
有効回答数：600人 （男性 300人、女性 300人） 実施時期：2010年 12月 

グラクソ・スミスクライン株式会社調べ 
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順位順位順位順位 食品名食品名食品名食品名

1111位位位位 肉肉肉肉（（（（ステーキステーキステーキステーキ））））

2222位位位位 タコタコタコタコ・・・・イカイカイカイカ

3333位位位位 せんべいせんべいせんべいせんべい

4444位位位位 ガムガムガムガム

5555位位位位 ピーナッツピーナッツピーナッツピーナッツ

7.27.27.27.2

7.27.27.27.2

9.09.09.09.0

7.87.87.87.8

33.333.333.333.3

13.213.213.213.2

15.315.315.315.3

14.814.814.814.8

20.520.520.520.5

26.726.726.726.7

79.3

76.8

74.7

70.7

38.8

0%0%0%0% 20%20%20%20% 40%40%40%40% 60%60%60%60% 80%80%80%80% 100%100%100%100%

酢蓮酢蓮酢蓮酢蓮

田作田作田作田作りりりり

トコブシトコブシトコブシトコブシのののの煮煮煮煮しめしめしめしめ

たたきごぼうたたきごぼうたたきごぼうたたきごぼう

するめするめするめするめ

減った 少し減った 変わらない 少し増えた 増えた

12.712.712.712.7

14.214.214.214.2

20.320.320.320.3

22.022.022.022.0

53.253.253.253.2

18.518.518.518.5

21.721.721.721.7

21.721.721.721.7

20.520.520.520.5

17.317.317.317.3

67.3

61.2

55.5

55.2

28.2

0%0%0%0% 20%20%20%20% 40%40%40%40% 60%60%60%60% 80%80%80%80% 100%100%100%100%

肉肉肉肉（（（（ステーキステーキステーキステーキ））））

せんべいせんべいせんべいせんべい

タコタコタコタコ・・・・イカイカイカイカ

ピーナッツピーナッツピーナッツピーナッツ

ガムガムガムガム

減った 少し減った 変わらない 少し増えた 増えた （MA） (n:600) 

    

■■■■義歯義歯義歯義歯をををを使使使使用用用用しししし始始始始めてからめてからめてからめてから食食食食べるべるべるべる機会機会機会機会がががが減減減減ったったったったおおおお正月正月正月正月料理料理料理料理はははは、、、、するめするめするめするめ、、、、たたきごぼうたたきごぼうたたきごぼうたたきごぼう、、、、トコブシトコブシトコブシトコブシのののの煮煮煮煮しめしめしめしめ。。。。 

お正月によく食べる物について、義歯を使用し始めてからの食べる機会に関してアンケート調査を行ったところ、 

「食べる機会が減った」ものとして、特に以下の食べ物が挙げられました。おせち料理とともに松前漬として出されることも

多い「するめ」が 1 位に、続いておせち料理に入る「たたきごぼう」「トコブシの煮しめ」となりました。「するめ」「トコブシの煮

しめ」は、比較的噛み応えのある料理であることから、「たたきごぼう」は、ごぼうにまぶされたゴマが義歯と歯グキの間には

さまることから敬遠されることが多い傾向になっていると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■■■■義歯義歯義歯義歯でででで食食食食べるべるべるべる機会機会機会機会がががが減減減減っっっったものはたものはたものはたものは、、、、ガムガムガムガム、、、、ピーナッツピーナッツピーナッツピーナッツ、、、、タコタコタコタコ・・・・イカイカイカイカががががトップトップトップトップ 3333    

欠損歯欠損歯欠損歯欠損歯がなかったらがなかったらがなかったらがなかったら食食食食べてみたいものはべてみたいものはべてみたいものはべてみたいものは、、、、肉肉肉肉（（（（ステーキステーキステーキステーキ）、）、）、）、タコタコタコタコ・・・・イカイカイカイカなどなどなどなど    噛噛噛噛みみみみ応応応応えあるえあるえあるえある食品食品食品食品がががが上位上位上位上位にににに    

「義歯を使用し始めてから食べる機会が減ったもの」、「欠損歯が 1 本もなかったとしたら、食べてみたいもの」について、

一般的に義歯使用者にとって食べにくいもの、食べやすそうなものを数品ピックアップして(*)質問しました。その結果、

「食べる機会が減ったもの」では、「ガム」「ピーナッツ」「タコ・イカ」がトップ 3 となりました。「ピーナッツ」が上位にきたことにつ

いて、お正月料理での「たたきごぼう」と同様に、義歯と歯グキの間にはさまることに悩む人が多いことがうかがえます。また、

「欠損歯が 1 本もなかったとしたら、食べてみたいもの」については、「肉（ステーキ）」、「タコ・イカ」、「せんべい」といった噛

み応えのある食品が上位に上がりました。 

* 以下 12個の選択肢を用意しました。 

肉（ステーキ）、タコ・イカ、ピーナッツ、イチゴ・キウイ、揚げ物（とんかつ・エビフライなど）、漬物、せんべい、ガム、豆腐、刺身、その他、特になし 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

Q. お正月料理について、義歯を使用し始めてからの食べる機会の増減 (n:600) 

Q. 義歯を使用し始めてからの食べる機会の増減 (n:600) Q. 欠損歯が 1本もなかったとしたら、食べてみたいもの 
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24.5

28.6

44.9

38.3

33.3

55.0

0.00.00.00.0 10.010.010.010.0 20.020.020.020.0 30.030.030.030.0 40.040.040.040.0 50.050.050.050.0 60.060.060.060.0

口臭に対して、従来より気を使うようになった

オーラルケアへの意識が高まった

義歯でない歯のケアに従来より注力するようになった

全体 2010年1月～11月 2009年1月～12月 2008年1月～12月

    

■■■■残存歯残存歯残存歯残存歯ののののケアケアケアケアややややオーラルケアオーラルケアオーラルケアオーラルケアへのへのへのへの意識意識意識意識についてについてについてについて、、、、義歯義歯義歯義歯使用使用使用使用開始開始開始開始からからからから約約約約 1111年経年経年経年経ったったったった時時時時がががが最最最最もももも高高高高まるまるまるまる。。。。 

「義歯を使用し始めて、日常生活で変わったこと」を質問したところ、義歯使用歴 1 年未満の人に比べて、 

約 1 年経過した人のほうが、義歯ではない歯（残存歯）へのケアやオーラルケアに対する意識が高いことがわかりました。 

 

残存歯のケアに以前より注力するようになった」という回答を、義歯歴 1 年未満（2010 年 1 月～11 月に義歯使用開

始）の人では 44.9%が選択したのに対して、義歯歴約 1 年（2009 年 1 月～12 月に義歯使用開始）の人は 55%と、10%

以上の差がありました。同様に、「オーラルケアへの意識が高まった」「口臭に対して、以前より気を使うようになった」という

回答についても、大きな差が出ました。 

“義歯生活”をスタートさせた最初の 1 年間で、さまざまな義歯（歯）のトラブルを経験している可能性がうかがわれ、それ

らを通じて、残存歯を守りたいという強い気持や、オーラルケアに対する意識が高まったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査により、義歯使用者が何らかの形で食生活に悩みを抱えていることが改めてわかりました。GSK では、  

今後も義歯使用者の食生活の改善を、製品を通じてサポートし、QOL の向上に貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

Q. 義歯を使用し始めて、日常生活で変わったことは何ですか。（MA） (n:600) 

*以下、義歯使用開始時期ごとに表示 

 


